
表29 ラット2週間反復経口投与及び2週間回復試験の平均検体摂取量  

投与量   10000ppm   10000ppm   

平均検体摂取量  

群  主群  回復群         （mg／kg体重／日）  1070  1080  

各投与群で認められた毒性所見は表30に示されている。   

投与期間中及び回復期間を通じて死亡例はなく、体重変化、摂餌量及び血液生化学的  

検査項目のいずれにも統計学的有意な変化は認められなかった。   

なお、回復群の胸腺絶対重量が有意に減少したが、比重量に有意な変動がみられな  

いため、偶発的なものと考えられた。   

主群では、副腎、肝臓及び卵巣に肉眼的ないし病理組織学的所見が認められたが、  

回復群ではこれらの変化は認められなかったことから、本剤の毒性影響は可逆的なも  

のであり、回復可能な変化であると考えられた。（参照49）  

表30 ラット2週間反復経口投与及び2週間回復試験で認められた毒性所見  

投与群   主群   回復群   

10000ppm  ・肝及び副腎絶対及び比重量増加、  ・肝及び腎比重量増加、副腎絶対及  

腎比重量増加  び比重量増加   

・卵巣絶対及び比重量増加傾向（有  

意差なし）  

・副腎肥大  

・肝び漫性肝細胞肥大、副腎び慢性皮  

質細胞空胞化、卵巣問質細胞空胞  

化、卵巣黄体細胞空胞化  

（2）ラットにおける毒性発現機序に関する研究  

Fischerラット（一群雌雄各8または10匹）を用いた混餌（原体：0、100及び5000   

ppm：平均検体摂取量は表31参照）投与試験を実施した。投与期間は28日以上とし   

た（雌は発情間期を示す動物を選抜して、計画殺に供した）。  

表31ラットにおける毒性発現機序に関する研究における平均検体摂取量  

投与群  100ppm   5000ppm   

平均検体摂取量  雄   7．44   378  

（mg／kg体重／日）  雌   7．59   347  

投与期間中、一般状態観察、体重及び摂餌量測定し、4週間投与終了後血清中副腎  

皮質刺激ホルモン（ACTH）及びコルチコステロン測定、副腎（雌雄）及び卵巣重量  

測定、肉眼的病理検査を実施した。剖検後は、副腎（雌雄）及び卵巣の病理組織学的  
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検査及び電子顕微鏡 （EM）検査、副腎（各群雌雄各 8 匹）の  

glyceraldehyde－3－phosphatasedehydrogenase（GAPDH）、CYPllAl、CYPllBl、  

Neutralcholesterylesterhydrolase（NCEH）、Hormone－SenSitivelipase（HSL）の  

RNA発現量測定、及び副腎のコレステロール量（総コレステロール、遊離コレステ  

ロール及びコレステロールエステル）を測定した。  

得られた結果は表32に示されている。   

投与期間中、一般状態の異常及び死亡動物は認められず、体重値及び摂餌量、投与  

終了後測定し．た血清中ACTH及びコルチコステロン量に検体投与の影響は認められ  

なかった。臓器重量測定において、5000ppm投与群雌の卵巣比重量が有意に増加し  

たが、100及び5000ppm投与群で各1匹に卵巣のう胞が確認されたことから、この  

2匹の卵巣重量を除外して評価した結果、対照群との間に有意差は認められなかった。  

従って、5000ppm投与群の卵巣重量に検体投与の影響は認められなかったと考えら  

れた。   

副腎の遺伝子解析においては、GAPDHの発現に対する比率においても絶対量にお  

いても、5000ppm投与群雌雄でHSLが減少し、CYPllAlが増加した。HSLは脂質  

代謝に関与する酵素で、副腎のコレステロールエステルの加水分解にも影響を及ぼす  

ことから、同酵素の減少は加水分解の抑制に繋がり、標的臓器に脂質が蓄積すること  

が推察された。NCEH遺伝子発現に検体投与の影響は認められなかった。   

本試験結果から、本剤はHSLに直接的に影響を及ぼし、副腎皮質細胞及び卵巣問  

質細胞の肥大・空胞化（脂肪沈着）を誘発するものと推察された。（参照57）  

表32 ラットにおける毒性発現機序に関する試験で認められた所見  

投与群   雄   雌   

5000ppm   ・副腎絶対及び比重量増加   ・副腎絶対及び比重量増加  

・副腎腫大・白色化   ・副腎腫大・白色化  

・副腎び漫性皮質細胞空胞化（EM  ・副腎び漫性皮質細胞空胞化（EM  

検査にて脂肪滴増加）☆   検査にて脂肪滴増加）★、  

・CYPllAl増加、HSL減少   卵巣問質細胞空胞化（EM検査に  

・総コレステロール増加、遊離コレ  て脂肪滴増加）  

ステローール及びコレステロール   ・CYPllAl増加、HSL減少  

エステル増加傾向   ・総コレステロール及び遊離コレス  

テロール増加、コレステロールエ  

ステル増加傾向   

100ppm   所見なし   所見なし   

＊：脂肪滴のサイズは雌より雄の方が大きい傾向にあった。  
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Ⅲ．総合評価   

参照に挙げた資料を用いて農薬「シフルメトフェン」の食品健康影響評価を実施した。   

ラットを用いた動物体内運命試験において、血渠中濃度は、投与後1～4時間で最高濃  

度に達し、2相性の1次反応に従って減衰した。血祭中濃度の最終消失相（第2相）の半  

減期は、12～22時間であった。組織中の濃度は、肝臓及び腎臓に14Cの分布が認められた  

が、速やかに尿及び糞中に排泄された。呼気への排泄は認められなかった。主要臓器・組  

織中の14C濃度の半減期は9～30時間で血祭中の半減期と大差はなく、臓器・組織への貯  

留性・蓄積性は低く、残留性は認められなかった。主代謝経路は2一メトキシエトキシカル  

ポニル基の脱離及び2－トリフルオロメチルベンゾイル基の脱離であり、ひき続きねrオブチ  

ル基及びシアノメチル側鎖の水酸化及びカルポン酸化、さらに抱合体化が認められた。   

みかん、なす、及びりんごを用いた植物体内運命試験において、各作物に茎葉散布した  

後の果実及び葉表面上で、代謝分解され、植物体内への放射能の移行はわずかであった。  

作物により代謝経路に違いはなく、主代謝経路は2－トリフルオロメチルベンゾイル基側の加水  

分解であり、主な代謝物はB－1であった。   

土壌中運命試験を実施し、好気土壌中での分解半減期は2．76日であり、最終的に二酸化  

炭素まで分解された。主な分解経路は2－トリフルオロメチルベンゾイル基側の加水分解であり、  

主たる分解物はB－1であった。   

PH4．0、5．0、7．0及び9．0の緩衝液中での加水分解試験において、25℃での半減期は、  

それぞれ7．7日、6．0日、9．8時間、及び10．3分であった。加水分解経路は2－メトキシエ  

トキシカルポニル基の脱離及び2－トリフルオロメチルベンゾイル基と ベンジル位の間の開裂で  

あった。水中光分解試験において、pH5．0の緩衝液ならびに河川水中での半減期はそれぞ  

れ3．3及び2．7時間であった。水中光分解経路はカルポキシル基又は2－トリフルオロメチルベ  

ンゾイル基の転位、2－トリフルオロメチルベンゾイル基の開裂であった。   

火山灰軽埴土、沖積埴壌土を用いて、 シフルメトフェン及びB－1を分析対象化合物とし  

て土壌残留試験（容器内及び圃場）を実施した。推定半減期はシフルメトフェンとして0．8  

～5．1日、シフルメトフェンとB－1の合量として1．4～14．6日であった。   

野菜、果実及び茶を用いて、 シフルメトフェン及びB－1を分析対象化合物として、作物  

残留試験を実施した。その結果、最高値は、800gai／haで2回散布し、最終散布後7日に  

収穫した茶（荒茶）におけるシフルメトフェン10．Omg／kg及びB－14．7mg／kgであったが、  

散布後14日にはそれぞれ3．Omg／kg及び3．1mg／kg、散布後21日にはともに検出限界以  

下に減衰した。   

ラットの急性経口LD50は雌で2000mg／kg体重超、経皮LD50は雌雄で5000mg／kg体重  

超、吸入LC50は雌雄で2．65mg／L／4時間超であった。   

代謝物B－1及び原体混在物AB－13の急性経口LD50はラットの雌で2000mg／kg体重超  

であり、代謝物AB－6、AB－7、原体混在物AB－8、AB－11及びAB－12の急性経口LD50は  

マウスの雌で2000mg／kg体重超であった。   

ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験では、皮膚刺激性は認められなかった  

が、軽度の眼刺激性が認められた。また、モルモットを用いたシフルメトフェンの皮膚感  

作性試験では、皮膚感作性は陽性であった。   

亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで16．5mg／kg体重／日、マウスで117mg／kg  
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体重／日、イヌで300mg／kg体重／日であった。   

慢性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで18．8mg／kg体重／日、イヌで30mg／kg体  

重／日であった。   

発がん性試験で得られた無毒性量は、ラットで16．5mg／kg体重／日、マウスで144mg／kg  

体重／日であった。発がん性は認められなかった。   

繁殖毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの親動物で13．8mg／kg体重／日、児動物で  

9．21mg／kg体重／日であった。．繁殖能への影響は認められなかった。   

発生毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの母動物で50mg／kg体重／日、胎児で  

50mgrkg体重／日、ウサギの母動物で250mg／kg体重／日、胎児で50mg／kg体重／日であっ  

た。催奇形性は認められなかった。   

以上のイヌ、ラット及びマウスを用いた各種試験において、副腎の重量増加を伴う副腎  

の肥大、白色化、副腎のび漫性皮質細胞肥大及び空胞化等が高頻度に認められた。   

これらの変化について、その可逆性を検討するため、ラットに2週間シフルメトフェン  

を混餌投与した後2週間休薬させる群を設定した回復試験を実施した。その結果、回復群  

において副腎の病理組織学的変化は認められなかった。このことから、各種試験で認めら  

れた副腎の病理学的変化は、回復可能な可逆的変化であることが示された。   

ラットを用いた毒性発現機序に関する試験の結果、病理組織学的に観察された副腎皮質  

細胞肥大及び空胞化は、細胞質内の脂肪滴の増加に起因することが電子顕微鏡的検索によ  

り判明した。この脂肪滴増加の発現メカニズムは、副腎のホルモン感受性リパーゼ（HSL）  

の遺伝子発現が抑制され、ステロイド合成へのコレステロールの利用が遅延したために、  

脂質の蓄積が生じたものと考えられた。   

細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター由来の培養細胞を用いた染色体  

異常試験、ICRマウスを用いた′ト核試験が実施された。いずれの試験結果も全て陰性であっ  

た。   

代謝物B－1、AB・6、AB－7及び原体混在物AB－13、AB－8、AB－11、AB－12の細菌を用い  

た復帰突然変異試験が実施されており、いずれの試験結果も陰性であった。   

各種試験結果から農産物中の暴露評価対象物質をシフルメトフェン及び代謝物B－1と設  

定した。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表33に示されている。  
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表33 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   
無毒性量  最小毒性量  

（mg化g体重／日）  （mg／kg体重／目）   
備考1   

ラット  90日間  雄：16．5   雄：54．5   雄：肝比重量増加等  

亜急性  雌：19．0   雌：62．8   雌：副腎比重量増加、副腎び漫  

毒性試験  性皮質細胞空胞化／肥大及び卵  

巣問質細胞空胞化等  

1年間   雄：18．8   雄：56．8   雄：副腎び慢性皮質細胞空胞化  

慢性毒性  雌：69．2   等  

試験   雌：副腎び慢性皮質細胞肥大等  

2年間   雄：16．5   雄：49．5   雄：副腎び漫性皮質細胞肥大  

発がん性  雌：61．9   雌：副腎び慢性皮質細胞肥大及  

試験   び子宮角腺腔拡張  

（発がん性は認められない）  

2世代   親動物   親動物   親動物及び児動物  

繁殖試験  P世代雄：30，6   P世代 雄：89．4   雌雄：副腎重量増加等  

雌：13．8   雌：46．6   （繁殖能に対する影響は認め  

Fl世代雄：33．2  Fl世代雄：99．8  られない）  

雌：14．0  雌：49．3  

児動物☆  児動物★  

P世代肝1雄雌：9、21／13．8  

Fl世代好適蜘噛：10．α14．0  

発生毒性  母動物：50   母動物：250   母動物：副腎重量増加、副腎皮  

試験   胎児：50   胎児：250   質細胞空胞化  

胎児：胸骨分節不完全骨化の同  

腹数増加  

（催奇形性は認められない）   

マウス  90日間  雄：117   雄：348   雄：副腎び漫性皮質細胞肥大  

亜急性  雌：150   雌：447   雌：副腎び漫性皮質細胞空胞化  

毒性試験  

18カ月間  雄：156   雄：537   雌雄：副腎び漫性皮質細胞空胞  

発がん性  雌：483   化   

試験   

イヌ  90日間  雄：300   雄：1000   雌雄：体重増加抑制、副腎皮質  
亜急性  雌：300   雌：1000   の微細空胞化及び束状帯大型  

毒性試験  空胞等  

1年間   碓：30   雄：300   雌雄：副腎皮質の微細空胞形成  

慢性毒性  雌：300   及び大型空胞出現、副腎皮質細  

試験   胞の変性等   
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動物種   
無毒性量  最小毒性量  

試験  備考1   
（mg／kg体重／日）  （mg／kg体重／日）  

ウサギ  催奇形性  母動物：250   母動物：1000   母動物：摂餌量低下等  

試験   胎児：50   胎児：250   胎児：胸椎及び肋骨の平均骨化  

数増加、腰椎及び剣状突起の骨  

化数減少  

（催奇形性は認められない）   

1：備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  

★：児動物の晴育期の検体摂取量は親動物の検体摂取量を用いる。   

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた2世代繁殖試験の9．21  

mg／kg体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除した0．092mg／kg体  

重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．092mg／kg体重／日  

繁殖試験  

ラット  

2世代  

混餌投与  

9．21mg／kg体重／日  

100  

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

略称   化学名   

A－1  2－メトキシエチル＝（且9－（4・ねrオブチルフェニル）シアノアセタート   

A－2  （4－とe∫オブチルフェニル）アセトニトリル   

A－6  ［4－（2－ヒドロキシー1，1一ジメチルエチル）フェニル］アセトニトリル   

A－12  4－ねrと－プチル安息香酸   

A－14  （風針（4一ねrオブチルフェニル）ヒドロキシ酢酸   

A－18  （風9－（4－ferオブチルフェニル）シアノ酢酸   

A－20  4－（2・ヒドロキン1，1・ジメチルエチル）安息香酸   

A－21  【4－（2－ヒドロキン1，1－ジメチルエチル）】シアノ酢酸   

A－22  （4－ferオブチルフェニル）アセトニトリルの水酸化体   

B－1  qqα－トリフルオローロートルイル酸   

（風針2－（4－ねrオブチルフェニル）－3－オキソ甘（qqα一トリフルオローロートリル）プロピ  
AB－1  

オノニトリル   

（風9－2－〈4－［1－シアノー2－（α，qα－トリフルオロ・αトリル）－2－オキソエチル】フェニ  
AB・2  

ル〉・2－メチルプロピオン酸   

（風9－2－【4－（2－ヒドロキン1，1－ジメチルエチル）フェニル】甘オキソー3－（qqα－トリフ  
AB－3  

ルオローβ・トリル）プロピオノニトリル   

2－メトキシエチル＝（月β－（4・ねrオブチルフェニル）－2－［（qパちα・トリプルオロー0－トリ  
AB・6  

ル）カルバモイル】アセタート   

2－メトキシエチル＝（風9・【4－ねrオブチルー2－（α；α；α－トリフルオロー0－トルオイル）フェ  
AB－7  

ニル】シアノアセタート   

5－ferオブチルー2－【1－シアノー3－メトキシー1－（qqα－トリフルオロー0－トルオイル）プロ  
AB－15  

ピル】安息香酸   

U4  4－ねrオブチルづ－（qqα－トリフルオロー0－トルオイル）安息香酸   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ACTH   副腎皮質刺激ホルモン   

AノG比   アルブミン／グロブリン比   

ai   有効成分量   

Alb   アルブミン   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  
AST  

（＝グルタミン酸オキザロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

BUN   尿素窒素   

Ca   カルシウム   

Cmax   最高薬物濃度   

CRE   クレアチニン   

EM   電子顕微鏡   

FIB   フィブリノーゲン   

γ－GTP   γ－グルタミントランスペプチターゼ   

GAPDH   Glyceraldehyde－3－phosphatasedehydrogenase   

Glob   グロブリン   

HSL   Hormone－SenSitivelipase   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MCH   平均血色素量   

MCHC   平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

Na   ナトリウム   

NCEH   Neutralcholesterylesterhydrolase   

RBC   赤血球数   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PT   プロトロンビン時間   

TAR   総処理放射能   

TG   トリグリセリド   

Tm。X   最高薬物濃度到達時間   

TP   トロンポプラスチン時間   

TRR   総残留放射能   

Tl／2   半減期   

WBC   白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

試  

験  
シフルメトフェン  代謝物B－1  

回数  
シフルメトフェン  

作物名  
圃  使用量  

実施年  場  
（回）   （日）  

及び代謝物（B－1）   

最高値  平均値  最高値  平均値   の合計  

数  

2   1   0．62   0．42   1．01   0．43★   0．86  
なす  
（施設）   399－400  2   3   0．37   0．28   1．18   0．39★   0．67   

果実  
2  

gai／ha   2   7   0．15   0．08   1．48   0．83   0．90  
2003年  

2   21   0．07   0．05☆   0，61   0．28丈   0．34☆   

すいか   2   1   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   
（施設）  391－400  

果肉  
2  2   3   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0，12   ＜0．17   

gai／ha  
2003年  2   7   ＜0．05  ＜0．05   0．12   0．12★   0．17★   

メロン   2   1   く0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   

（施設）  400－500  

果肉  
2  2   3   ＜0．05  ＜0．05   0．14   0．13☆   0．18☆   

gai／ha  
2003年  2   7   ＜0．05  ＜0，05   0．26   0．14☆   0．22★   

温州みかん   2   1   く0．05  く0．05  く0．12  ＜0．12   ＜0．17   

（施設）  1000－2000  

果肉  
2  2   7   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   

gai／ha  
2003年  2   14   ＜0，05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   

温州みかん   2   1   10．78   6．53   ＜0．50  ＜0．31   6．85   
（施設）  1000－2000  

果皮  
2  2   7   6．49   5．28   く0．50  ＜0．31   5．60   
gai／ha  

2003年  2   14   7．57   4．91   ＜0．50  ＜0．31   5．22   

2   2．22   1．29   く0．12  ＜0．12   1．41  

2   7   1．93   1．04   ＜0．12  ＜0．12   1．16  

夏みかん  
（露地）   1000－2800  2   14   1．45   0．77   ＜0．12  ＜0．12   0．90   

果実  
2  

gai／ha   2   28   0．66   0．42   0．12   0，12☆   0．54  
2003年  

2   45   0．43   0．26   0．16   0．14★   0．39  

2   60   0．22   0．16   0．21   0．15☆   0．31   

2   1   1．99   1．14   ＜0．12  ＜0．12   1．26  

2   7   1．92   1．02   ＜0．12  ＜0．12   1．14  
夏みかん  

（施設）   
2   

1000－2800  2   14   1．03   0．58   ＜0．12  ＜0．12   0．70   

果実  gai／ha   2   28   0．40   0．24   ＜0．12  ＜0．12   0．30  
2003年  

2   45   0．29   0．19   ＜0．12  ＜0．12   0．36  

2   60   0．31   0．20   ＜0．12  ＜0．12   0．32   

2   1   4．24   4．14   ＜0．12  ＜0．12   4．26  

すだち  
（露地）   1000  2   7   3．39   3．25   ＜0．12  ＜0．12   3．58   

果実  gai／ha   2   14   2．27   2．19   ＜0．12  ＜0．12   3．15  
2003年  

2   28   0．42   0．40   く0．12  ＜0．12   1．20   
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試  

験  
シフルメトフェン′  代謝物B－1  

回数  PHI  
シフルメトフェン  

作物名  
圃  使用量  

実施年  場  
及び代謝物（B－1）   

（回）  

（日）  の合計  
数  

2   1   0．96   0．67   ＜0．12  ＜0．12   0．79  
りんご  

（露地）   
2   

70  2   7   0．64   0．41   ＜0．12－  ＜0．12   0．53   

果実  gai仇a   2   14   0．30   0．18   ＜0．12  ＜0．12   0．30  
2003年  

2   28   0．17   0．12★  ＜0．12  ＜0．12   0．24★   

2   1   0．96   0．58   ＜0．12  ＜0．12   0．70  
なし  
（露地）   700－800  2   7   0．68   0．40   ＜0．12  ＜0．12   0．52   

果実  
2  

gai仙a   2   14   0．44   0．18   ＜0．12  ＜0．12   0．30  
2003年  

2   28   0．21   0．12   0．14  0．125★   0．25   

2   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17  

もも  
（露地）   

2   

800  2   7   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   

果肉  gai／ha   2   14   ＜0．05  ＜0．05  く0．12  ＜0．12   ＜0．17  
2003年  

2   28   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   

2   1   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17  

もも  
（露地）   

2   

700  2   7   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   

果肉  gai／ha   2   22   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   く0．17  
2003年  

2   28   ＜0．05  ＜0．05  ＜0．12  ＜0．12   ＜0．17   

2   1   11．3   8．73   1．60   1．40   10．2  
もも  
（露地）   

2   

800  2   7   9．50   6．03   3．80   2．78   8．80   

果皮  gai仇a   2   14   5．80   3．70   1．40   1．00   4．70  
2003年  

2   28   8．70   6．00   1．90   1．23   7．25   

2   1   27．5   21．0   1．40   1．23   22．1  

もも  
（露地）   

2   

700  2   7   21．5   13．9   0．70   0．60   14．5   

果皮  gai仇a   2   22   5．60   4．83   0．70   0．53   5．40  
2003年  

2   28   1．90   2．60   2．10   1，15   3．75   

2   1   1．96   1．79   0．21   0．14★   1．93  
おうとう  
（施設）   800－1000  2   7   3．86   2．26   0．40   0．26   2．52   

果実  
2  

gai仇a   2   14   1．87   1．60   0．40   0．31   1．92  
2003年  

2   28   0．87   0．56   0．16   0．14★   0．69   

2   1   1．00   0．89   0．19   0．13★   1．02  
いちご  

（施設）   
2   

400  2   7   0．67   0．40   0．24   0．15★   0．55   

果実  gai／ha   2   14   0．38   0．25   0．21   0．15☆   0．40  
2003年  

2   28   0．27   0．11   0．28   0．17☆   0．28   

－40－   



試  
験  

シフルメトフェン  代謝物B－1  
回数  

シフルメトフェン  
作物名  

圃  使用量  
実施牛  場  

及び代謝物（B－1）   
（回）   

（目）  の合計  
数  

2   1   3．14   3．10   ＜0．12  ＜0．12   3．22  
かぼす  

（露地）   1000  2   7   1．22   1．12   く0．12  ＜0．12   1．24   

果実  
1  

gai／ha   2   14   1．49   1．35   く0．12  ＜0．12   1．47  
2003年  

2   28   0．71   0．68   ＜0．12  ＜0．12   0．80   

2   7   10．0   5．38   4．7   3．73   8．98  
茶  

（露地）   
800  2   14   3．00   1．15☆   3．1   1．96   3．12   

荒茶  
2  

gai／ha   2   21   く0，50  ＜0．50  ＜1．20  ＜1．20   ＜1．70  
2003年  

2   28   ＜0．50  ＜0．50  ＜1，20  ＜1．20   ＜1．70   

2   7   ＜0．50  ＜0．50  ＜1．20  ＜1．20   ＜1．70  

茶  

（露地）   
2   

800  2   14   ＜0．50  ＜0．50  ＜1．20  ＜1．20   ＜1．70   

浸出液  
gai／ha   2   21   ＜0，50  ＜0．50  ＜1．20  ＜1．20   ＜1．70  

2003年  
2   28   ＜0．50  ＜0．50  ＜1．20  ＜1．20   ＜1．70   

注）・散布には20％フロアブル剤を使用した。   

・一部に検出限界以下を含むデータの平均を計算する場合は検出限界値を検出したものとし  

て計算し、★巨口を付した。   

・全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均にくを付して記載した。  
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＜別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（ト6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

作物名   残留値  （体重：54．2kg）  

（mg此∂  摂取量   仔   摂取量   仔   摂取量   仔   摂取量  

軌人ノ日）  （掴囚日）  敏〟日）  （㈹囚日）  軌日）  （凋囚日）  敏〟日）   （凋困日）   

りんご   0．67  35．3   23．6  36．2   24．2  30．0   20．1  35．6   23．8   

なし   0．70  5．2   3．64  4．5   3．15  5．4   3．78  3．2   2．24   

もも   10．2  0．5   5．10  0．7   7．14  4．0   40．8  0．1   1．02   

おうとう   2．52  0．1   0．25  0．1   0．25  0．1   0．25  0．1   0．25   

いちご   1．02  0．3   0．31  0．4   0．41  0．1   0．10  0．1   0．10   

なす   0．86  4．0   0．34  0．9   0．77  3．3   2．83  5．7   4．90   

すいか   0．17  0．3   0．05  0．1   0．01  0．1   0．01  0．8   0．14   

メロン   0．22  0．1   0．02  0．1   0．02  0．1   0．02  0．1   0．02   

みかん   6．85  41，6   290  35．4   242  45．8   314  42．6   292   

なっみかん  1．41  0．1   0．14  0．1   0．14  0．1   0．14  0．1   0．14   

すだち   4．26  0．4   1．70  0．1   0．43  0．1   0．43  0．6   2．56   

かぼす   3．22  3．9   12．6  5．9   19．0  1．4   4．51  1．7   5．47   

茶   8．98  3．0   26．9  1．4   12．6  3．5   31．4   4．3   38．6   

合計  364．6  310  418  371   

注）・残留値は、申請されている使用時期・回数のうち最大の残留を示す各試験区の平均残留値を  
用いた（参照別紙3）。   

・ぼ‥平成10年～12年の国民栄養調査（参照53～55）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）   

・摂取量：残留値及び農産物摂取量から求めたシフルメトフェン及び代謝物（B－1）の  

推定摂取量（〃g／人／日）  
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